
「分子技術」とは、分子の特性を活かして目的とする機能を発現させ、社会に貢献する

材料・デバイス等の創製に供するための一連の技術で、物理学・化学・数学・生物学等

の上に成り立つ新しい体系の確立を目指しています。2012年度から文部科学省の戦略目

標のもと、科学技術振興機構（JST）のCREST・さきがけで目的基礎研究が進められて

います。本企画では、2017年度に期間終了したCREST【分子技術】研究者の成果発表

を中心に、「分子技術」のSDGｓ貢献へのポテンシャルを紹介し、期待される将来の姿

を参加する方々と議論致します。

2018年 10月 25日（木） 13:00-17:15

タワーホール船堀 5階 小ホール

13:00-13:20 CREST【分子技術】概要
山本 尚 （研究総括、中部大学総合工学研究所・教授）

13:20-13:50 ソリューションプラズマ精密合成場の深化とカーボン系触媒の進化
齋藤永宏 （名古屋大学 未来社会創造機構・教授）

13:50-14:20 特別講演「新しいカーボン材料とそれから発現する新しい特性
・物性について」
齋藤理一郎 （東北大学 大学院理学系研究科・教授）

14:20-14:50 分子技術による単分子量子磁石を用いた量子分子スピントロニ
クスの創成
山下正廣 （東北大学 大学院理学系研究科・教授）

15:00-15:30 擬天然物の新機能創出分子技術
菅 裕明 （東京大学 理学系大学院・教授）

15:30-16:00 第三の核酸薬、ヘテロ核酸の開発
横田 隆徳 （東京医科歯科大学院医歯学総合研究科・教授）

16:10-17:10 パネルディスカッション「分子技術の創薬への貢献」
モデレーター：須藤正樹（名古屋大学）
パネリスト：伊関克彦（東レ）、西 剛秀（第一三共ノバーレ）、
菅 裕明（東京大学）、横田 隆徳 （東京医科歯科大学 ）

17:10-17:15 閉会挨拶
中村 幹 （科学技術振興機構 戦略推進部・調査役）


